
（令和2年8月撮影）

　大阪港は、古代には住吉津、難波津とよばれ、朝鮮、中国など大陸との
交通の要衝として発達してきました。1868年（慶応4年）に近代港湾として
開港してからは、本格的な築港工事により港湾施設の整備を行い、日本
屈指の貿易港、そしてアジア貿易の中心地として栄えてきました。
　また、堺泉北港を構成する旧堺港は、南北朝時代を経て対明貿易の
中心地となり、その後、中国、フィリピン、ポルトガル等との交易により発展
してきました。1957年（昭和32年）に堺、1961年（昭和36年）に泉北の
臨海部に工業地帯が造成されると、取扱貨物量は飛躍的に増大し、臨海
工業地帯の基盤的港湾として成長しました。
　このように大阪港や堺泉北港をはじめとする大阪府下の各港は、日本
経済の拡大と大阪産業の発展に呼応して港湾施設を整備・拡充すると
ともに、港湾機能の合理化、ポート・サービスの充実を図ってきました。そして、
現在では、年間約16,000万トンの貨物を取り扱い、世界約150の国と
地域、約700の港と結ばれる港として近畿2,100万人の市民生活を支えて
います。

大阪港湾局が設立されました
　2020年（令和2年）10月1日に、大阪市と大阪府の港湾局を統合し、
「大阪港湾局」が誕生しました。
　大阪・関西は、世界的な地域間競争に勝ち抜くため、西日本のゲート
ウェイとしての機能強化を図り、国土構造の東西二極の一極として
日本の成長を牽引していく必要があります。また、港湾においても、
大阪湾の中で縦割りにならず、広域的な視点から港湾管理の一元化を
めざす必要があることから、その第1ステップとして、大阪市、大阪府
の港湾、海岸管理を一元化しました。
　大阪港湾局では、大阪港と府営港湾の強みを生かし、弱みを補完
のうえ、広域で機能分担や最適配置を図り、大阪港及び府営港湾を
“ヒト・モノ・コトがより一層交流する拠点”として発展させ、安全・安心
で良好な港湾環境のもと、背後圏にまで賑わいを図り、大阪・関西の
経済・産業の発展の一翼を担うことをめざします。
　今後、府市の港湾組織の一元化による効果をしっかり発揮し、令和
の時代に生き残る港湾、“利用者に選択される”港湾として国際競争

力を高めるとともに、利用者ニーズに合った使いやすい港に向けて
着実に努めてまいります。
主な取組み

● 大阪港と府営港湾での各港の特性を活かした集貨・創貨の推進
● 府市共同セミナーなどポートセールスの充実強化
● 大阪港と府営港湾でさらなるクルーズ船の誘致（お断りゼロ）の実現
● 港湾利用者の許認可申請窓口の共通化など利用者サービスの向上
● 被災時におけるオール大阪での復旧対策など防災機能の強化
● 環境にやさしい港づくり
● 夢洲を中心とした海上交通のさらなる充実
　など

近畿2,100万人の生活を支え、 発展を続ける大阪の港

大阪港湾局長　田中 利光

あらまし大阪港湾局長あいさつ

■ 港湾取扱貨物量ランキング（2018年） （万トン）

出典：「港湾統計（年報）」（国土交通省）より大阪港湾局作成
泫大阪港と堺泉北港の総貨物量は大阪港湾局調べ
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愛知県

大阪府

千葉県
神奈川県
北海道
福岡県
兵庫県
東京都
岡山県
大阪府
神奈川県
大阪府

名古屋港

千葉港
横浜港
苫小牧港
北九州港
神戸港
東京港
水島港
大阪港
川崎港
堺泉北港

19,659

16,028

15,320
11,396
10,744
10,176
9,549
9,154
8,674
8,428
8,109
7,212

大阪港湾局所管港湾
（大阪港、堺泉北港 等）

所在地港湾名 総貨物量

大阪港湾局所管港湾
大阪港、堺泉北港、
阪南港、泉佐野港、
泉州港、尾崎港、
深日港

大 阪 港 湾 局
Osaka Ports and Harbors Bureau
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HB

Osaka

Ports and

Harbors Bureau









大阪
港

海岸通 3丁目
海岸通 2丁目

第2突堤事務所

大阪メトロ
中央線

港湾防災センター

〒552-0022 港区海岸通3-4-28
☎06-6572-2674（代表）

B 第2突堤事務所・港湾防災センター

南港中 7丁目
Nankonaka 7chome

鶴町小学校

至 なみはや大橋

大運橋

鶴町1丁目

鶴町南公園

鶴町 2丁目

鶴町事務所
〒551-0023 大正区鶴町2-20-47
☎06-6568-9091（代表）

C 鶴町事務所

D 泉州港湾・海岸部（旧大阪府港湾局）

南海
本線

泉大
津

松ノ
浜

西港町
菅原町

新港町

〒595-0055 泉大津市なぎさ町6-1 堺泉北港ポートサービスセンタービル10階
☎0725-21-1411（代表）

E 堺泉北建設管理課（旧堺泉北港湾事務所）

〒590-0981 堺市堺区塩浜町1
☎072-238-5241（代表）

南海
本線

七道

三宝JCT 大和川

山本町

塩浜町

〒596-0014 岸和田市港緑町4-10
☎072-439-5261（代表）

F 阪南建設管理課（旧阪南港湾事務所）

岸和田南

大北町

岸和
田

南
海
本
線

和
泉
大
宮

岸野町北

阪南建設管理課
（旧阪南港湾事務所）

堺泉北建設管理課
（旧堺泉北港湾事務所）

並松町

大阪港湾局総務部総務課
〒559-0034 大阪市住之江区南港北 2-1-10 ATC ITM棟10階
TEL 06-6615-7704　FAX 06-6615-7719

〈発行〉

大 阪 港 湾 局
Osaka Ports and Harbors Bureau

2020年10月発行

G 阪南建設管理課（旧阪南港湾事務所 深日出張所）

〒599-0303 岬町深日3493
☎072-492-2025

阪南建設管理課
（旧阪南港湾事務所
深日出張所）

深日港
岬加太港線

南海多奈川
線

　これまで府市で別々であった港湾施設の
使用許可等の申請手続きについて、上屋、
荷さばき地等の使用許可継続更新申請を、
相互の窓口で受け付けます。
　また、利用者ニーズや施設の空き状況など、
4ヶ所の窓口で府市港湾全体の情報提供を
行い、利用者サービス向上を図っていきます。

申請手続きの受付窓口を拡大
利用者等

窓口・情報提供の拡大

・府市相互の港湾施設の継続更新
申請手続きを取り扱い、所管する
事務所へ書類を転送
・港湾施設の使用状況などを共有
し、利用者へ情報提供

※令和2年10月1日時点では、第2突堤事務所及び
泉州港湾・海岸部（旧大阪府港湾局）でのみ受付
します。

■事務所間の連携を強化

第2突堤事務所

泉州港湾・海岸部
（旧大阪府港湾局）

堺泉北建設管理課
（旧堺泉北港湾事務所）

阪南建設管理課
（旧阪南港湾事務所）

継続更新申請手続き
［最寄り事務所（※）で可］

各港の状況を情報提供

大 阪 港 湾 局
Osaka Ports and Harbors Bureau

事務所一覧

泉州港湾・海岸部
（旧大阪府港湾局）

アジア太平洋トレードセンター

大阪府咲洲庁舎
●

コスモスクエア

ニュートラム南港ポートタウン線

大阪
メトロ

中央
線

大阪港湾局

〒559-0034 住之江区南港北2-1-10 ATC ITM棟10階
☎06-6615-7704（代表）

A 大阪港湾局

トレードセンター前

神戸市

大阪市

堺市

兵庫県

和歌山県

大和川

明石市

大阪湾

岬町

A

D

F

G

E

B

C

大
阪
府

神戸港
（神戸市） 大阪港

（大阪市）

堺泉北港
（大阪府）

尾崎港
（大阪府）

淡輪港
（大阪府）

深日港
（大阪府）

阪南港
（大阪府）
阪南港
（大阪府）

泉佐野港
（大阪府）
泉佐野港
（大阪府）

高石市

忠岡町

泉南市

阪南市

田尻町

泉大津市

岸
和
田
市

貝
塚
市

和
泉
市

熊
取
町

泉
佐
野
市

淡
路
島

〈凡例〉
海岸線

二色港
（大阪府）

尼崎西宮
芦屋港
（兵庫県）

泉州港
（大阪府）


